
広島県看護協会廿日市支部 第 25回看護研究発表会 
 

日 時 ：令和8年 2月 8日（日）9:50～12:50 

会 場 ：JA 広島総合病院 （大会議室） 
 

【プログラム】 
Ⅰ．9:50～9:55  開会のあいさつ  広島県看護協会廿日市支部副支部長   木村 明美     

 

Ⅱ．演題発表（発表 10分・質疑応答5分／演題）     

10:00～11:00  第 1群      座 長：横山 奈未（日本赤十字広島看護大学） 

1-1 申し送りの短縮化を図る取り組みについて 

～申し送りの内容の簡略と掲示板の活用～ 

 

〇本山 好子（阿品土谷病院） 

1-2 内視鏡センターにおけるタイムアウトを導入した効果 

－実施状況および安全に対する意識の向上－ 

 

〇坂手 友子（JA広島総合病院） 

1-3 意識下鎮静法による上部消化管内視鏡検査の鎮静評価について 

～看護師の評価と患者の実感の相違を追究～ 

 

〇福永 美和（広島西医療センター） 

1-4 A 病院の術中体温管理の実態調査 

 

〇河野 謙治（広島西医療センター） 

11:00～11:10  休憩     

 

11:10～12:25  第 2群      座 長：永渕 聡（広島西医療センター） 

2-1 短期記憶保持困難、失語症により不穏が増強した患者 

 

〇林 倭香（廿日市記念病院） 

2-2 高次脳機能障害を持った患者に対する内服自己管理自立に

向けた介入 

 

〇清水 茜（廿日市記念病院） 

2-3 癒しのデスカンファレンス  

～あのケアを次の力に 語り合いがチームを強くする～ 

 

〇山口 有紗（廿日市記念病院） 

2-4 ICUダイアリーが ICU入室患者の不安、抑うつに与える影響 

 

〇橋本 未紗（JA広島総合病院） 

2-5 腹腔鏡下消化器外科手術を受けた患者の睡眠効率が早期離床 

促進に与える影響 
〇土井 司（JA広島総合病院） 

 

Ⅲ．12:25～12:45  講評     日本赤十字看護大学講師  松本 由恵 先生 

 

Ⅳ．12:45～12:50  閉会の挨拶  広島県看護協会廿日市支部副支部長   木村 明美 


